
　

ＮＩＣＵ退院支援体制の構築に向けた検討と取組の経緯

　　○　ＮＩＣＵへの長期入院は、児・家族にとって望ましい状況ではない
　　　　→　退院できる体制の構築が必要
　　○　ＮＩＣＵの満床により母体搬送受入困難な状況がある
　　　　→　ＮＩＣＵの増床とともに病床の有効活用が必要

ＮＩＣＵ等入院児を対象に、在宅移行が望ましい児に対する退院支援及び継続した
在宅支援を実施するための取組をモデル的に行い、円滑な退院のために必要な支援
体制についての検討を行うこととした。

１　産科、新生児科、小児科の連携体制の構築
２　NICU入院児支援コーディネーター（看護師・MSW）の業務内容や役割の明確化
３　家族が在宅移行に必要な知識・技術を取得するための訓練や、そのための院内
　　環境の整備
４　児が自宅等で急性増悪したときに受け入れが可能な体制（短期入院等）の整備
５　周産期母子医療センターと地域の関係機関との連携強化　　　等

◇　構成
　 都立墨東病院を中心とした地域の

　関係機関
◆　内容
　 モデル事業の試行方法について
　検討

取組の経緯 検討体制

　 ◇　構成
　　 周産期母子医療センターの代表、学識経験者、地域の関係機関の代表等

実施の経過と今後のスケジュール

事業名 項目 H21 H22 H23 H24以降

今後の方針
モデル事業内容の検討・調査

モデル事業の実施・調査
モデル事業の検証・調査

新たな施策検討
新たな施策の展開
事業の再構築

●　モデル事業検討分科会 具体的な実施方法の検討 中間のまとめ モデル事業の総括

↓

●　ＮＩＣＵ退院支援関係者連携会議

◎　モデル事業

墨東病院・ＮＰＯ法人ohana

（２年間）

ＮＩＣＵからの円滑
な退院に向けた
取組への支援

○　ＮＩＣＵ退院支援体制検討会

モデル事業実施

◆  6/16　グループインタビュー

○ 7/22　第１回

● 8/7　第１回

● 9/9　第２回

●1月以降　第２回

○6/29　第１回 ○9/7　第１回

● 3/22開催予定だったが、
　　震災のため開催中止

● 2/24　第３回

● 6/28　第１回

○2月以降　第２回

　

◇　構成
　 モデル事業の実施に関わる関係機

　関を中心
◆　内容
　 ＮＩＣＵ退院支援体制検討会の検
　討に必要な課題整理や検討を行う

◆　検討内容
　 １ モデル事業の検討
　　  ・モデル事業の進捗状況について
      ・円滑な在宅移行に向けた支援体制の現状分析、課題整理

　 ２ モデル事業の検証
　　  ・モデル事業を踏まえた円滑な在宅移行に向けた方策の検討

 ３ 円滑な在宅移行に向けた調査内容の検討、実施及び分析

モデル事業の実施から見えてきた課題

　 モデル事業の実施
　（平成22～23年度の2年間）

モデル事業検討分科会（区東部部会）
（平成21年度まで）

ＮＩＣＵ退院支援関係者連携会議
（平成22年度から）

ＮＩＣＵ退院支援体制検討会（親会）現状・検討の必要性

　＊斜め文字は、現在、実施中もしくは実施予定


